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(3)Kraisri氏による,Mrabri語および近隣のモン･

クメル系諸言語の対照語菜表と, かつて Bernatzik

が発表した Yumbriの語桑と Mrabriとの対照表,

(4)C.Velder氏の,Mrabricampのはじめての記

近,および (5)W.Smalley による前記語草表の言

語学的な注釈ノート,の5篇である｡

この調査ではとくに Kraisriの言語調査に重点が

おかれたようであり,実際,本書 の対照語JIiTTl表も,

Mrabri語のみならず他の北タイのモン･クメル諸語

(カー諸語, ラワ語,モン語など)がほとんどこれま

で未発表のものであるから,Mrabriに限らずこの系

統の言語に関心をもつものにはまことに有難いi'/i料で

ある｡残念ながら, (本書全休がそうであるが)どち

らかといえば一般向きに書かれて いるため,たとえ

ば,Smalleyの注釈にもある通り音表記の方法が余

りに粗雑であり,おそらく若君たちの意図以上にはと

うてい利用できないであろう｡ Boeles氏はいくつか

の今後の課題として,Mrabri言吾と他のモン･クメル

諸語との比較および Mrabri語の昔話翫論の研究をあ

げているが,実際には比較言語的研究に先だってまず

その言語の音素体系が明らかにされなければならない

のである｡

文化にしても,専ら materialcultureについて述

べられていて socialstructureや他の民族との接触

の問題は残された課題とされているが,この調査侶仁

が著者のいうように pilotpr()jectなのであって,対

象が対象だけに有益でもあり読み物としても結構面白

い書物となっている｡ (三谷恭之)

S.Takdir Alisjahbana:The Failure
ofModernLinguT'slicsin theFaceof
Lingut'SticProblemsof theTwentieth
Century.Kuala Lumpur,University of
Malaya,1965.36p.

本書は,著者が1964年12月22日にマラヤ大学で行っ

た inaugurallectureであって,当センタ-から同

大学に留学していた前Fn成文氏からわたくLに読むこ

とをすすめられたものである｡

内容は,アジア ･アフリカ地域の若々しいエネルギ

ーを感じさせるもので,極端なまでの言語学の現状批

判と,この地域の国々が直面している現実の言語問題

を解決するための新しい言語学創設の提唱である｡

第 3巻 第 2号

若君は,アメリカの構造言語学にしろ ヨー ロッパ の

glossematicsにしろ,現代の言言吾学は現実社会から

遊離した実質的意味の乏しい学問になっていると強く

非難している｡拝謁という言語の外面に専ら関心を集

中したり,esotericなまでの形式主義に陥っている,

といい,とくに,言語がそれ自体で安定した記号の体

系であって言語学はそれを記述する学問だという根本

前堤がそもそもの誤りだという｡なぜなら,現実の困

難なItlu/題は,言語の変革にあるのだから,というのであ

る｡

AA諸｢冊ミ現在まじめにとりくんでい る nation

buildingと modernizati()nの問題のひとつとして,

各円とも言言吾の standardizati()nと modernization

の問題がある｡安定した nationallanguageをいか

に形成していくか,近代社会にマッチした思考とコミ

ュニケ-ションのためにいかに言語を合刃口ヒするか,

次々に入ってくる新しい概念に対する語嚢の問題をど

う処理するか,こういった language engiⅠleering

こそが必要なのだ,というのが著書の主張である｡本

書の後半では,マレー語とインドネシア語について具

体的な問題をひとつの例として簡単に説明している｡

現代言語学がしばしば形式的 ･表面的であることは

これまでにもむしろ伝統的な言語学芹から批判されて

きたし,現実の闘,rLfi解決に対する意欲にかけることも
確かであって,この点は何よりもまず強く反省されて

しかるべきであろう｡しかし,著君が現代の言語学の

範囲を狭くみすぎているということは別としても,こ

の書の提起する問題はあまりに大きすぎるO第一にそ

れがもはや学RT]論の問題に関連していること,次にこ

のような問題解決に果たして構造言語学の考え方自体

が本質的に無効なのかどうかということ,また現実の

問題といっても若君の立場とは別にわれわれにはまず

それが外国語の問題であるということ,こういった点

で著省の主張がすべての言語学者たちを納得させ る

か,どうであろう｡ (三谷恭之)

HydrologicData(Thailand):National
EnergyAuthority,Ministry of National

Devel'opment,Thailand,1965.

タイEf:]の全般に渡っての水文資料の年報であり,そ

のrjll矧 ま流量記録,浮遊流下土砂量,日降雨量,日蒸

発量,風速におよんでいるo
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図 書

本書は Mekongプロジェクト,NamPungプロジ

ェクト,Pattniプロジェクト,NakornSrithamarag

プロジェクトおよび河川開発プロジェクトにおいて,

NationalEnergyAuthorityによって作業をされ集

計されたものである｡最大の目的は降水量と流出量と

の関係を研究するにある｡

流量観測所の数は46ヶ所 で ある｡ 内容は月間流出

量,平均流出量 1000km2当りの平均流出量,流出高,

流出量,最大日流量および最小口流量がある｡

なお,このうちの観測所の一部はメコン河開発の一

環として建設された部分も含んでおり Lower Me-

kongHydrologicYearbookと多少重複する点もあ

るが,東北タイの水利計画に対する研究を行う場合の

重要な参考資料の一つと考えられる｡

1962年の水文年報は1964年に出版され,1963年のも

のは1965年に出版され たが,何れも販売はしていな

い｡何れも市販されていないもので寄贈形式で頒布さ

れている｡ (南 勲)

LowerMeko71gHydrologicYearbook.
CommitteeforCoordinationofInvestiga-

tionsoftheLowerMekongRiverBassin,
1964.

メコン河は4ヶ国にまたがる大河川でありその水力

電気,かんがい,舟行,洪水調節および民生に対する

総合的な発展を目的として,カンボジア,ラオス,メ

イ,ベ トナムの4ヶ国により,メコン河委員会が設立

されている｡本水文データはこれらの諸国の水利開発

分野で各国それぞれに重要な基本的な資料である｡と

くに水源計画に際しては技術的にも経済的にも重要な

資料である｡本書により低部メコンの流量特性の概要

をつかむことができる｡

最初の年報は1962年の水文資料に対するもので,以

後毎年継続して出版することが決定されている｡1963

年度の水文年表は1964年2月に出版された｡

本水文年表はその初版から数えて現在まだ第2巻し
か出ていないが,東南アジアの水利計画を研究する上

に極めて重要な質料となるものと確信している｡

本水文年表の内界は流量観測値がメコン河本流なら

びに支流に対して集録され,次に流水中に浮遊運搬さ

れている泥土量,日降雨量がラオス ･カンボジア ･タ

イ･ベ トナムに渡って記され,また口蒸発量および毎

紹 介

日の風速が記録されている｡

いずれも販売はしていない｡ (南 勲)

TheodoreFriend:BetweenTwoEmpir-
es,TheOrdealof thePhilippines,19
29-1946.Yale UniversityPress,New
Haven,Conn.,1965.xviii+312p.

このたび ｢2つの帝国に狭まれて- 1929年から19

46年に至るフィリピンの試錬- ｣と題する本書を手

にして,私はひじょうに嬉しかった｡というのはフィ

リピンを理解するためには,その歴史的背景をよく知

っておくことが必要である｡とりわけ,フィリピンと

アメリカとの関係の歴史的展開こそ,フィリピン理解

の鍵であるといえよう｡ところが,これについてまと

まった文献がこれまで出版されていなかった｡

もともと米比関係は,本 書 の著 者, The State

UniversityofNewYorkatBuffaloの歴史学準

助教授フリーンド氏によると,つきのように区分され

る｡

1) 1896-1902:スペインおよびアメリカにたいする

フィリピンの革命戦争｡

2) 1901-13:共和党政権下での政府 ･教育の≪アメ

リカ化≫｡

3) 1913-21:民主党政権下での行政の≪フィリピン

化≫とナショナリズムの奨励｡

4) 1921-29:フィリピンの希望とアメリカの抑止と

の均衡の漸次的実現｡

5) 1929-35:第 1次植民地危機 :大恐慌 ･日本の膨

張およびフィリピンのナショナリズムのためアメリ

カ議会は独立のスケジュール設定の方向に動く｡

6) 1935-41:コモンウェルス時代 :不確実だが部分

的に成功であった独立準備｡

7) 1941-46:第2次植民地危機 :日本の侵略および

部分的な≪口本化≫,アメリカによる解放およびフ

ィリピン主桁の完全な獲得がつづく｡

本書はこのうちでも,より重要な1929年の大恐慌か

ら始って1946年のフィリピン独立に至る期間をとりあ

つかう｡著者は,フィリピン,アメリカ,および日本

の文書を渉猟し,またこの3国にまたがるこの関係を

インタービューしている｡非常な努力と時間のかかっ

た仕事だ｡ (アメリカ人の近代史あるいは現代史研究

がとっているこの方法は,わが国ではもっと学びとら
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